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※概要（Summary）： 

ラジカルを定量できる現在唯一のセンサを提案し

（特許取得済）、5mm 角のチップ上に実装した。試作

したセンサを用いて、標準試薬として用いられている

DPPH の信号を検出することに成功した。ラジカルセ

ンサを生体内のラジカル検出に利用することで、健康

の増進と疾病の早期発見に貢献することができる。 

 
※実験（Experimental）： 

チップ試作には、東京大学がナノテクプラットフォ

ームにて提供する集積化 MEMS 用フェニテック社

CMOS0.6µm テクノロジを利用し、試作チップを東京

大学拠点のステルスダイシング装置により、実験に適

した大きさに切り分けたものを受け取った。設計のた

めの CAD ソフトウエアは、東京大学 VDEC よりライ

センス提供されている、 Cadence 社  IC6.1.4, 

Synopsys 社 DC, Astro, Mentor Graphics 社 Calibre 

を使用した。 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

製 作 し た セ ン サ 上 に DPPH (1.1-diphenyl-2- 

plcrylhyd-razy) 2 マイクロリットルを滴下し、信号検

出を行った結果、図１のようなスペクトラムを得た。

このスペクトラムを解析した結果、ほぼ理論通りの

DPPH 特性であることが確認された。 

 
※その他・特記事項（Others）： 

今後は、実用化に向け、マイクロ流路に流れる程度

の極微量サンプルで高感度に測定するための改良を

加えて試作実験を行う必要がある。 

 

 

図１ 試作素子の測定結果 
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